「暮らす核弾頭、RYOSUKE」作戦









岡部　耕典

先日の「白昼夢」・・・


重度の自閉症の息子（８才）の自尊感情と自発性をこれから１５年間の肥え太らせる

同時に、わが身は子離れ
および、地域でネットワークの輪をつくり

役所からのありとらゆるパーソナルアシスタンスの獲得練習を


２３歳、投下準備完了
密かに用意した近隣のアパートかグル－プホームに「投下」する

「世帯主」は、もちろん本人！

寮母でなく、サポートグループ（専門家、介助人、地域のひとたち、親、友達）を

親も、２０歳までは、保護者、しかし、２０歳すぎたら、援助者に

みんなで、力を合わせて、強力に、強烈に、粘り強くゴネる
リソース全開で、介護人手当と自選介護人の権利を獲得

入所施設、作業所は？？卑屈な暮らしなんてまっぴら！！
暮らす核弾頭、RYOSUKEは、地域で、あたりまえに、暮らす

重度の知的障害・自閉症者があたりまえに暮らすために

空気のように無制限で自然なパーソナルアシスタンスの権利を獲得するために
核弾頭は、全国で、それぞれが手をくみ、協力しあう

最大の武器は「情報」と「実績」・・・

知的障害者の親の活動と方法論の制度疲労と混迷からの脱却はいかに？

「まず、自分が暮らすこと。それが、力です。お金もひとも制度改革もついてくるもの。」
当事者が、ここに暮らす、暮らしたい、ここからはじめたい

＜ポイント＞

１　本人の主体性（自発性・基本的自己信頼感）をはぐくみ守ることに細心の注意を払う。
２　援助者としての親の役割が重要（ただし、保護者としての役割は不要）。
３　最重度の身体介護に勝るともおとらぬ手厚く信頼にたる介護体制が必要。

２０年後は・・・
リソースセンター：当事者の権利と主体性の保護、親のエンパワメントとアドボカシ－の源

次なる「核弾頭」の再生産


「日本の今の知的障害のひとをとりまく状況は、日本のIL運動前夜、２０年前に良く似ている」
